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22

目 次

１．リポジトリ構築の経緯

２．業務体制

３．システム構築

４．新しい業務体制



33

１．リポジトリ構築の経緯

フライト準備
 2006年2月 附属図書館運営委員会

 2006年3月 役員会打合会（学長＋全理事）で報告・了承

 2006年4月 テストサーバ導入（学内措置）

 2006年5月 学術情報ポータルセンター設置

 2006年7月 CSI事業採択

 2006年7月 学術情報ポータルセンター会議

（センターの中核事業として位置づけ）

 2007年8月 CSI業務計画書提出

 2007年8月 学術ポータル担当者研修（名古屋大学）



44

１．リポジトリ構築の経緯

滑走から離陸へ
 2006年9月 名称（愛称）の決定

 2006年9月 部局連絡会、教育研究評議会での説明

 2006年10月ロゴマークの決定

 2006年11月サーバ試行運用開始

 2006年11・12月全部局の教授会での説明

 2006年12月データ入力担当派遣職員の雇用

 2007年1月 サーバ正式運用開始（ハンドルシステム導入）

 2007年2月 学位論文、科研費報告書の学内調整

 2007年3月 正式公開



55

２ ．リポジトリ業務体制

学術情報ポータルセンターの中核事業として
 附属図書館と総合情報処理Cを含むバーチャルな組織

 http://www.i-portal.mie-u.ac.jp/

 センター長=情報・国際交流担当理事（附属図書館長）

 電子図書館情報研究部門を新たに設置

 「機関リポジトリ」と「歴史街道GIS」
 http://miuse.mie-u.ac.jp/

 http://culgeo.i-portal.mie-u.ac.jp/
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２．リポジトリ業務体制

情報図書館チーム内にＷＧ設置
 総括、企画：チームリーダー、情報リテラシー担当チーフ１名

 契約、予算管理：予算担当チーフ１名

 広報、著作権処理：情報リテラシー担当チーフ１名＋同担当２名

 システム構築：図書担当チーフ１名

 電子化、メタデータ作成外注：雑誌担当チーフ１名

 電子化、メタデータ入力作業：ILL担当１名＋派遣職員２名

※通常業務に近い分担とし、持続的取り組みを目指そう！
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サーバ機器

 買い取り機器（耐障害性にも配慮）

 総合情報処理センターに設置（技術的なサポートも）

DSpace導入

 国内導入実績多い

 オープンソースでカスタマイズが容易

システム構築はベンダー委託

 担当スタッフの確保は難しい…

 次年度以降の保守体制（予算）は？

３．システム構築：サーバ＆システム
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テストサーバの導入

 学内予算措置（2006年4月）

 NII紀要データ投入

本サーバの設置

 試験公開（2006年11月）

 サーバの正式運用開始（2007年1月）
 DSpace ver.1.4.1

ハンドルシステム導入

 MIUSE正式公開（2007年3月）

３．システム構築 ：サーバ＆システム
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メタデータ・フォーマットの拡張

コミュニティ＆コレクション構成

DSpace機能カスタマイズ

ハンドルシステム導入

Junii2クロスウォーク作成

教員活動データベース連携

３．システム構築：仕様作成
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Dublin Core準拠

 基本要素と限定子（例：著者＝contributor.author）

 Dumb-Down原則

 データを入れ子にできない！

拡張が必要

 資料種別に応じて必要な項目

 システムカスタマイズに伴う項目

 junii2が要求する項目

 教員活動データベース連携用の項目

３．システム構築：メタデータ
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メタデータ入力画面
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（簡略表示画面）
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（詳細表示画面）
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紀要：目次順にリスト表示させる

 local.sortkeyに順序番号を入力

アイテムの公開範囲を指定する

 local.availableでメタデータ・本文を別けて制御

科研費報告書：抜き刷りを綴じてある場合

 「全体タイトル」と「個々の論文」をそれぞれ登録

 親に「目次」「構成タイトルURI」を記述

 子に「総合タイトル」「総合タイトルURI」を記述

 URIで相互リンク参照が可能に

３．システム構築：メタデータ
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local.sortkey: 6
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報告書全体の
タイトルレベル

個々の論文の
タイトルレベル
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コミュニティ＆コレクションの階層構造

 コミュニティ：部局名

 サブコミュニティ：資料種別（紀要＞紀要名）

 コレクション：紀要の場合は巻号

組織構成の変更に対応するためには…

 まず、資料種別ごとの基本コレクションに登録

 さらに、部局別の仮想コレクションに再割り当て

（DSpace標準の「アイテム・マッパー」を使用）

３．システム構築：コミュニティ設計
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サブコミュニティコミュニティ

コレクション

サブコミュニティ１

サブコミュニティ２
コレクション
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紀要論文の表示順指定

公開範囲の指定機能（※）

 学外公開／本文のみ学内限定／学内限定

アクセス統計機能（※）

教員活動データベース連携

その他細かなチューニング

さらに、欲しい機能

 PDFカバーページ etc…

（※印の機能は、公開予定です）

３．システム構築：機能カスタマイズ
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登録アイテムごとに永続的なURIを

 http://hdl.handle.net/10076/1234

利用登録（Resolution Service Provider）

 http://www.handle.net/service_agreement.html

登録料と年間サービス料の支払い

 10年分先払いのディスカウント

DSpaceの設定

 学内LANのファイヤーウォールの設定も

３．システム構築：ハンドルシステム
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サーバＡ(aaa.mie-u.ac.jp)

サーバB(bbb.mie-u.ac.jp)

Corporation for National 
Research Initiatives の
Global Handle Registry

ハンドルシステム導入後

(http://aaa.mie-u.ac.jp/xxx/zzz)

(http://bbb.mie-u.ac.jp/yyy/zzz)

http://hdl.handle.net/10076/1234

いつも同じURL
で論文にアクセ

スできる！

CNRIのGHRのURL

CNRIから割り当てられる
機関固有の番号（prefix）

個々の論文等の番号

サーバ
が変

わって
も…
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Junii+にハーベストしてもらうために
 http://juniiplus.csc.nii.ac.jp/

junii2用のクロスウォークの作成

 DSpaceからjunii2フォーマットへの変換テーブル
 http://www.nii.ac.jp/irp/info/junii2_elements_guide_ver2.pdf

AIRwayからもハーベストしてもらえる！
 http://airway.lib.hokudai.ac.jp/index_ja.html

３．システム構築：junii2対応
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リポジトリ登録データ→教員活動DB

 リポジトリにデータ提供していただければOK！

 教員の負担軽減とデータ提供の促進

Dspaceのカスタマイズ

 データの受け渡しは、職員IDをキーに
外部にデータが出ないように配慮

 未公開アイテムも対象に
ハンドル番号とは別に独自の論文IDを付与

 データ抽出プログラムや受け渡しの方法

３．システム構築：教員活動DB連携
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附属図書館に研究開発室を設置

 室長（附属図書館長）

 教授（専任１、兼任１）、准教授（兼任１）

 客員教授（１）

WG内の業務分担の変更

 コンテンツ管理や著作権処理を管理部門に

 サービス部門は主として広報活動を担当

 IR関連業務のルーチン化を図る

４．新しい業務体制
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受入・整理業務に取り込む

 図書担当チーフ１名：企画調整、システム

 雑誌担当チーフ１名：企画調整、コンテンツ外注

 図書担当１名：コンテンツ管理、著作権処理

 IR担当非常勤１名：コンテンツ管理、著作権処理

電子化及びメタデータ入力要員の確保

 図書及び雑誌担当非常勤６名

図書・雑誌の受入・目録業務の一部として

 派遣職員１名 （専任）

４．新しい業務体制



2828

コンテンツ管理

 ワークフローの検討
データ登録と著作権処理を並行して

 管理台帳の作成

 物流の工夫（ファイリングや作業メモ）

 お預かりした論文を、速く、確実に処理

著作権処理

 海外出版社

 国内学会協

 学内成果物（紀要、外部資金報告書…）

４．新しい業務体制
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雑誌

論文

科研
費報
告書

紀要 発表
用資
料

重複登録のチェック

PDF作成

リポジトリに
メタデータ入力& 搭載

教員等へ論文返却

教員からの

フィードバック

権利処理

論文別、雑誌別
にデータ蓄積

個々の論文に合
わせた公開時
期・

公開範囲の選択

抄録データ
作成

（外部委託

教員活動DB

へ

担当者

担当者

担当者

使われるMIUSE・自立できるMIUSE・育ち続けるMIUSE

登録するア
イテム毎に
メモを付与
して管理

複数人が分
担してデー
タを作成。
作業の効率
化！

メタデータ
の抄録入力
に時間を取
られてしま
う問題点を
解消

資料の種別
に合わせた
登録方法

蓄積した
データによ
り登録作
業・権利処
理を省力化

権利処理と
データの作成
を並行して行
う

半年後に公開
など
時限公開機能
を検討中

教員へ

アンケートを募る
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 1）台帳入力         ☐ 

 2）著作権処理者にメール   ☐ 

 3）スキャン         ☐ 

 4）透明テキスト        ☐ 

 5）リンク作業         ☐ 

6) MIUSEメタデータ入力   ☐ 

7) 抄録＆文字数をカウント  ☐ 

論文形態    ・冊子      ☐ 

・ＰＤＦ     ☐ 
・その他     ☐  

 

通番： 

・重複アリ   ☐ 

・重複ナシ   ☐ 

登録作業メモ 

・抄録アリ   ☐ 

・抄録ナシ   ☐ 

抄録文字数： 

総合タイトル： 

著者版フラグ  ・ Author     ☐ 

・ Publisher    ☐ 

 ・テクニカルレポート    ☐   

・報告書          ☐   

・報告書（総合タイトル）  ☐   

・報告書（構成タイトル）  ☐    

・科研費報告書            ☐      

・科研費報告書（総合タイトル） ☐    

・科研費報告書（構成タイトル） ☐ 

資料タイプ  ・学術雑誌論文    ☐                  ・一般雑誌記事      ☐  

・修士論文     ☐                 ・一般雑誌記事       ☐ 

・博士論文     ☐                                ・プレプリント        ☐ 

・紀要論文     ☐                                ・教材                 ☐ 

・会議発表論文   ☐                                ・データ・データベース   ☐ 

・会議発表用資料    ☐                                  ・ソフトウェア       ☐ 

・図書             ☐                                       ・その他            ☐ 

 

構成タイトル： 

PDF名：                                                                .pdf 
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コンテンツ収集のための広報活動の継続

 情報リテラシー講習会での活用

 教員活動DBから論文リストを作成→依頼

 グッズの効果的な活用方策

学内で生産される研究・教育の成果物の収集

 紀要のオーバーレイジャーナル化

 科研費報告書や学位論文のボーン・ディジタル化

 外部資金報告書など灰色文献の収集

 教材、マルチメディア…

４．新しい業務体制
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フライトは続く…

“育ち続ける”、 “自立できる”、そして、

何よりも“使われる” MIUSEを目指して！

情報の交換・共有を!!

 DRFワークショップ、メーリングリスト、Wiki

 NII学術ポータル担当者研修

先行館による実務担当者の研修受入

お世話にな
りました！


